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設立趣意書抜粋（地区の特性等） 
（鶴嶺東地区の特長・現状） 

茅ヶ崎市のほぼ中央部に位置し、約１１，７００世帯、約３０，０００人と非常に多くの方

が暮らしている。東は小出県道から、西は小出川まで３．８ｋｍ、南は千の川から北は大山街

道まで２．５ｋｍと広範囲な地区である。神社・寺もあり、農業が主体であった地域、集合住

宅・出入りの少ない地域、比較的若年層が多い地域など、地区内においても状況が様々であ

る。所在する学校等は、３小学校・２中学校・１高等学校・１養護学校・４幼稚園・３保育園

と学園が多いことも特徴である。 

また、自治会をはじめ、福祉、青少年育成など様々な分野で数多くの団体が活動しており、鶴

嶺東コミュニティセンターが活動の拠点となっている。 

（鶴嶺東地区で地域コミュニティの取り組みを進める理由） 

それぞれの地域の違いを認識しつつ、今まで以上に地区の団体や住民が身近な問題について気

軽に話し合い、顔の見える関係づくりや住民相互の連携を図り、「共助」の力を強くしていか

なければならない。 

また、従来、自治会が担ってきた地域におけるコーディネート機能をさらに強め、地域横断的

な取り組みを進めることが重要となることから、地域と市とが密接に連携・協力し、多くの住

民の情報を共有しながら、課題を発見し、その課題を解決していくため、新たな地域コミュニ

ティの取り組みを図ることにした。

（鶴嶺東地区での地域コミュニティの取り組みを進める目的） 

（１）地区全体で地域を考え、地域社会を活性化する。 

様々な個人や団体が、自分たちの地域について話し合い、課題を共有し、課題を解決するため

に必要となる取り組みを、市と協働して行うことにより、地域社会を活性化させる。 

（２）自助・共助・公助・近助のまちづくり 

活力のある地域社会を持続可能なものにしていくため、地域の様々な個人や団体と市がそれぞ

れの責任の下で役割を担い、日常の課題を解決する環境づくりを進めることで、地域における

支え合いのカタチを再構築し、共助の拡大につなげる。 

（３）地域住民主体のまちづくり 

地域の様々な事情を踏まえ、何を優先して実施すべきかという選択が行えるようになり地域課

題に予算や設備を効率的に活用し、事業展開ができるようにする。 

（４）地域住民の生きがいづくり、自己実現の場の創出 

協議会での活動のきっかけとし、参加者が楽しみながら生きがいを得られるようにするとともに、

まちづくりの新たな担い手となり得る潜在的な人材を発掘する。



認定審査基準確認表

鶴嶺東地区まちぢから協議会

審 査 基 準 基準への適合状況（申請時） 基準への適合状況（Ｒ６年度）

(1) 

申請書に、主として活動する区域が記載さ

れているか。 

申請書に活動区域の記載あり。

申請団体の規約に、主として活動する区域

が規定されているか。

規約第２条に市長が告示する鶴嶺東地区を協議会の

活動区域とする旨規定あり。

・申請時と同様で変更無し。

規約に規定された主として活動する区域

が、市長の告示する区域と合致しているか。 
市長が告示する区域である、審議会ファイル「別図

５」と規約第２条における協議会の活動区域が合致。 
・申請時と同様で変更無し。

(2) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員とし

て、当該活動区域に有する、市長に届け出

た全ての自治会（以下「全ての自治会」と

いう。）が規定されているか。

規約第５条（１）に「鶴嶺東地区の単位自治会の代

表者」が委員である旨記載あり。

・申請時と同様で変更無し。

申請団体が作成した構成員の一覧を記載し

た書類により、全ての自治会が構成員であ

ることが明確であるか。

市長に届け出た自治会は「地区別単位自治会の名称」

のとおり９自治会あり、名簿に、「地区別単位自治会

の名称」に記載されている全ての自治会名が記載さ

れている。

・別紙名簿のとおりいくつかの自治会で会長の変更

はあるものの、申請時と同様に全ての自治会が構成

員となっている。

(3) 

申請団体の規約に、申請団体の構成員とし

て、茅ヶ崎市地域コミュニティの認定等に

関する条例施行規則第３条第１項各号に規

定された団体が規定されているか。

規約第５条（２）～（１５)に規定あり。（（３）、

（９）～（１０）を除く。） 

◆地域福祉の推進を主たる目的とするコミュニティ

（２）鶴嶺東地区社会福祉協議会の代表

（４）鶴嶺東地区民生委員児童委員協議会の代表

◆文化、芸術又はスポーツの振興を主たる目的とす

るコミュニティ 

（８）鶴嶺地区体育振興会の代表

◆児童又は青少年の健全な育成を主たる目的とする

コミュニティ

（５）鶴嶺小学校区青少年育成推進協議会の代表

（６）円蔵小学校区青少年育成推進協議会の代表

（７）浜之郷小学校区青少年育成推進協議会の代表

（１１）地区子ども会の代表

（１２）鶴嶺小学校保護者と先生の会の代表 

（１３）鶴嶺中学校保護者と教職員の会の代表 

（１４）円童豆の会の代表 

（１５）円蔵中学校保護者会の代表 

規約第５条（２）～（１２)に規定あり。（（３）、

（１１）を除く。） 

◆地域福祉の推進を主たる目的とするコミュニティ

（２）鶴嶺東地区社会福祉協議会の代表

（４）鶴嶺東地区民生委員児童委員協議会の代表

（１２）地域包括支援センターさくら代表 

◆文化、芸術又はスポーツの振興を主たる目的とす

るコミュニティ 

（６）鶴嶺地区体育振興会の代表

◆児童又は青少年の健全な育成を主たる目的とする

コミュニティ

（５）青少年に関する団体の代表

（７）鶴嶺小学校保護者と先生の会の代表

（８）鶴嶺中学校保護者と教職員の会の代表

（９）円蔵小学校円童豆の会の代表

（１０）円蔵中学校保護者会の代表 

申請団体が作成した構成員の一覧を記載し

た書類により、前項の団体が構成員である

ことが明確であるか。

名簿に、「規約第５条（２）～（１５)（（３）、（９）

～（１０）を除く。）」に規定される団体名が記載

されている。

名簿に、「規約第５条（２）～（１２)に規定あり。

（（３）、（１１）を除く。）」に規定される団体

名が記載されている。

(4) 
申請団体の規約に、公募により選出される

構成員について規定されているか。

規約第５条（１９）に規定あり。 規約第５条（１４）に規定あり。

(5) 
申請団体の規約に、申請団体の活動又は事

業に活動区域の誰もが参加できることが規

定されているか。

規約第１０条、第１６条に部会の規定あり。 ・申請時と同様で変更無し。

※部会を設置し、誰もが気軽に参加できる協議の場

づくりを進めている。

(6) 
申請団体の規約に、運営が民主的に行われ

る仕組みが規定されているか。 

規約第１０条第３項及び第４項に過半数の出席、多

数決といった意思決定の方法が規定されている。

・申請時と同様で変更無し。

(7) 

申請団体に関する、目的、名称、主として

活動する区域、主たる事務所の所在地、代

表者に関する事項、会議に関する事項が規

定された規約があるか。

規約第１条に名称及び主たる事務所の所在地、第２

条に主として活動する区域、第３条に目的、第９条

に代表者に関する事項、第１０条に会議に関する事

項が規定されている。

・申請時と同様で変更無し。

(8) 
申請団体の規約に、営利的活動、宗教的活

動、政治的活動を主たる目的とする事業が

行われないことが読み取れるか。

・別紙事業報告書のとおり、規約第 3 条に規定され

た目的達成に関する事業のみを行っている。
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個人情報取扱注意 令和5年度　鶴嶺東地区まちぢから協議会名簿、構成表 令和5年4月24日現在

No 所属団体役職 氏名 役　職 委　員 所属部会

1 円蔵自治会代表 森谷　義明 会長 ● 防災減災部会
2 円蔵副会長 小室　富雄 防災減災部会
3 円蔵副会長 高橋　里幸 環境安全部会
4 円蔵推薦 小川　裕暉 環境安全部会
5 円蔵婦人会代表 高橋　孝子 高齢者活性部会
6 円蔵第一老盛会代表 高橋　誠 高齢者活性部会
7 円蔵第二老盛会長 小山　卓郎 高齢者活性部会
8 円蔵福祉世話人 上原　善治 地域福祉部会
9 矢畑自治会代表 吉野　浩二 ● 防災減災部会
10 矢畑防災リーダー 高橋　夏木 防災減災部会
11 矢畑推薦 杉森　治 環境安全部会
12 矢畑子ども会代表 小野　純江 地域福祉部会
13 矢畑真寿会長（鶴嶺東代表） 杉森　俊夫 ● 高齢者活性部会
14 矢畑福祉世話人 川邉　久男 地域福祉部会
15 西久保自治会代表 浦賀　伸幸★ ● 防災減災部会
16 西久保防災リーダー 石井　浩 防災減災部会
17 西久保役員 石井　実 環境安全部会
18 西久保第一壽恵広会代表 小島　武弘 高齢者活性部会
19 浜之郷自治会代表 粕谷　勉 副会長 ● 防災減災部会
20 浜之郷防災リーダー 浪越　哲也 防災減災部会
21 浜之郷役員 中村　良三 環境安全部会
22 浜之郷推薦 伊藤　素明 環境安全部会
23 松の実子ども会代表 金子　佐知江 地域福祉部会
24 浜之郷婦人会代表（副会長） 内藤　ふさ子 ● 高齢者活性部会
25 浜之郷第二鶴寿会代表(副会長) 小泉　兵蔵 高齢者活性部会
26 浜之郷福祉世話人 尾坂　千賀子 地域福祉部会
27 下町屋自治会代表 内藤　一夫 書記 ● 防災減災部会
28 下町屋防災リーダー 小原　哲夫 防災減災部会
29 下町屋役員 若山　徹 環境安全部会
30 はしぐい子ども会代表 谷村　藍子 ● 地域福祉部会
31 下町屋神明会代表 藤平　一夫 高齢者活性部会
32 TBS自治会代表 杉村　一憲 監事 ● 防災減災部会
33 TBS防災リーダー 吉原　弘子 防災減災部会
34 TBS役員 相川　文香 環境安全部会
35 しおかぜ子ども会代表 古山　裕美 ● 地域福祉部会
36 TBS遊ゆう会代表 斉藤　直樹 高齢者活性部会
37 TBS福祉世話人 新目　美智子 地域福祉部会
38 サニータウン自治会代表 原口　千晶★ ● 防災減災部会
39 サニータウン防災リーダー 岩田　明 防災減災部会
40 サニータウン環境指導員 茨城　安男 環境安全部会
41 サニータウン福祉世話人 岡田　由恵 地域福祉部会
42 ホームタウン自治会長 田中　勝★ ● 防災減災部会
43 ホームタウン防災リーダー 嵩　比呂志 防災減災部会
44 自治会役員・環境指導代表 佐藤　力哉 環境安全部会
45 ホームタウン子ども会代表 西江園　裕子 広報部会
46 ホームタウンすずめﾉ会代表 森　恭二 高齢者活性部会
47 ホームタウン福祉世話人 大橋　愛子 地域福祉部会
48 アイランズ自治会代表 吉原　雄 ● 防災減災部会
49 アイランズ防災リーダー 内田　光則 防災減災部会
50 アイランズ役員 明河　正一 地域福祉部会
51 アイランズ役員 岡　宏樹 環境安全部会
52 アイランズ副会長 坪井　一樹 防災減災部会
53 アイランズ自治会推薦 仲原　順子 広報部会
54 鶴小保護者会と先生の会代表 須崎　久美 ● 地域福祉部会
55 鶴中保護者と教職員の会代表 鈴木　夕紀 ● 地域福祉部会
56 円童豆の会長 根本　友美★ ● 地域福祉部会
57 円中保護者会長（5月引継ぎ後 湯本　友香★ ● 地域福祉部会
58 鶴嶺東地区社協代表 野村　幸江 会計 ● 地域福祉部会
59 鶴嶺東地区社協推薦 木村　敏夫 ● 地域福祉部会
60 鶴嶺東ボラセン代表 鈴木　昇 地域福祉部会
61 鶴嶺東民児協会代表 木下　操 副会長 ● 地域福祉部会
62 民生委員 小室　喜久雄 ● 防災減災部会
63 民生委員 増田　純子 地域福祉部会

円蔵小学校区 64 円小青少年推進協代表（未定 吉本　秀文 ● 地域福祉部会
浜之郷小学校区 65 郷小青少年推進協会代表 土屋　豊 ● 地域福祉部会
鶴嶺小学校区 66 鶴小青少年推進協代表 山上　壽子 書記 ● 地域福祉部会

67 鶴嶺体育振興会代表 赤羽根　昭夫 監事 ● 環境安全部会
68 地域包括支援センターさくら 平野　玲子 地域福祉部会
69 ホームタウン茅ヶ崎自治会 嵩　比呂志 ● 特定事業担当
70 鶴嶺東コミセンセンター長 尾坂　清 副会長 ● 防災減災部会
71 鶴嶺東コミセン副センター長 松本　楯臣 ● ―
72 鶴嶺東コミセン副センター長 小倉　徹 ● 高齢者活性部会
73 鶴嶺東コミセン経理 中村　洋子 ● ―
74 鶴嶺東コミセン経理 藤原　洋子 ● ―
75 鶴嶺東コミセン書記 藤平　世津子 ● ―
76 鶴嶺東コミセン書記 小島　智佐子 ● ―

33
注）

役員会は、役員及び部会長をもって構成する。

運営委員会は、委員及び準委員をもって構成する。

総会は、委員をもって構成する。

団体区分　

鶴

嶺

東

地

区

自

治

会

連

合

会

円　蔵

矢　畑

西久保

浜之郷

下町屋

TBS

サニータウン
茅ヶ崎

ホームタウン
茅ヶ崎

ライオンズ
茅ケ崎

ザ・アイランズ

地域包括支援センター
公募委員

鶴嶺東コミセン

学校関係

鶴嶺東地区社協

つるみね東ボラセン

鶴嶺東地区民児協

青少年
育成推進
協議会

鶴嶺体育振興会
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特定事業の概要（鶴嶺東地区：交通安全啓発看板設置事業）

 学童の通学の安全をはかるため、地区内にある小学校３校（鶴嶺小学校、円蔵小学校、浜之郷小学校）

に学校と連携し、自動車運転者等への注意をうながすための看板等を設置した。 

（１）事業の概要 

◆事業概要

交通安全啓発看板設置事業 

 地区内にある小学校３校（鶴嶺小学校、円蔵小学校、浜之郷小学校）に学校と連携し、自動車運

転者等への注意をうながすための看板等を設置した。 

◆事業の内容

【実施主体】 

鶴嶺東地区まちぢから協議会 

【設置場所】 

鶴嶺、浜之郷、円蔵小学校の敷地内フェンス 

【看板等制作・設置】 

委託 

【維持管理主体】 

鶴嶺東地区まちぢから協議会 

【維持管理体制（保険等）】 

賠償責任保険料については、運営費から支出する。 

【周知活動】 

鶴嶺東地区まちぢから協議会の定例会等で情報共有をするとともに、まちぢから協議会が発行す

る広報紙等により地域住民に周知する。 

（２）事業のねらい 

「登下校する児童への配慮」を求めるメッセージを示すことで、安全運転を促し、児童の安全を守

る。 

交通安全について関心がなかった住民や地域内外の自動車運転者にも広く周知がされることにな

り、子供の安全がこれまで以上に確保できる。また、この取り組みを地域の大人と子どもが協力して

実施することでそれぞれが地域の一員としての自覚を持つことになり、あわせて地域住民の連帯がこ

れまで以上に強化されることになる。 

自分たちの言葉が看板となって飾られることで喜びを感じ、その想いが下級生にも引き継がれてい

き、学校のみならず、子どもたちの保護者や家族などの地域全体にも広がっていく。事業を実施を通

して、「子どもたちの心を育てる」一助となれることを期待する。 

（３）令和５年度実績 

 各校の児童が作成したデザインをもとに、別紙のとおり看板等を作成・掲示した。これにより、児

童のみならず、保護者を始めとした地域住民や地域内外の自動車運転者等にも広く啓発することがで

きた。 

また、各校の児童については、自らがデザインした看板等が掲示されたことに喜びを感じ、本事業

を通じて「子どもたちの心を育てる」一助となった。
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特定事業実施報告書（交通安全啓発看板設置事業）

事
業
の
実
施
内
容

活動内容

学童の通学の安全をはかるため、地区内にある小学校３校（鶴嶺小学校、円蔵小

学校、浜之郷小学校）に学校と連携し、自動車運転者等への注意をうながすため

の看板等を設置した。

活動期間 令和５年４月１日～令和６年３月３１日

実施体制
鶴嶺東地区まちぢから協議

会
周知方法

鶴嶺東地区まちぢから協議会の

定例会等で情報共有をするとと

もに、まちぢから協議会が発行

する広報紙等により地域住民に

周知した。

参加者数
各校周辺を通行する自動車

運転者等
実施日 令和５年９月５日～

事業の目的や効果は達

成できましたか

各校の児童が作成したデザインをもとに、別紙のとおり看板等を作成・掲示し

た。これにより、児童のみならず、保護者を始めとした地域住民や地域内外の自

動車運転者等にも広く啓発することができた。

また、各校の児童については、自らがデザインした看板等が掲示されたことに

喜びを感じ、本事業を通じて「子どもたちの心を育てる」一助となった。

事業を計画的に実施す

ることができましたか

各校や関係団体等と随時調整を行い、計画どおり実施することができた。関係

課からの風圧対策についての指摘があったが、適切に対策することができた。

予算計画や予算配分は

適正でしたか

関係課からの風圧対策の指摘に伴い、設置器具等の費用が増額されたが、予備

費を活用し、予算の範囲内で実施することができた。

事業の対象者となる地

域住民の意見聴取に努

めましたか

事業開始前に定例会等で事業についての意見を募った。また、各校の児童に対

して看板のデザイン案の作成を依頼するなど、各校と連携して実施した。

一緒に活動するメンバ

ーはやりがいを感じて

いましたか

事業実施に当たって、各校との連携を深めながら実施することができ、まちぢ

から協議会としてもやりがいをもって活動することができた。

事業の実施によって地

域コミュニティの醸成

や新たな担い手の発掘

につながりましたか

まだ担い手の発掘には繋がっていないが、看板を設置したことにより、自動車

運転者への啓発にとどまらず、地域住民に対してまちぢから協議会の活動を周

知する機会ともなった。

課題と今後の展望につ

いて

設置にあたって賠償責任保険への加入を行ったが、設置後の管理が必要とな

る。定期的に設置状況の確認を行うなど検討していく。
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収支決算書 

収入

 科 目  予 算 額  決 算 額  内 訳

補助金 730,400 730,400 認定コミュニティ特定事業助成金

計 730,400 730,400  

支出

 科 目 予 算 額 決 算 額  内 訳

設置委託費 664,400 664,400 
鶴嶺小学校  233,200円 

円蔵小学校  246,400円 

浜之郷小学校 184,800円 

予備費 66,000    66,000 設置器具の補強材（風圧対策）

市へ返還 0  0 
計 730,400 730,400  

＊対象経費は、領収証等により、認定コミュニティが支払ったことが確認出来ることが必要です。
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